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'
的
に
不
斷
。
作
肋
を
見
ぼ1:
;
フ

_

つ
七
|1
:
:# :
-
0:
$

い
*

上
の(
發
膜
の
態
樣
に
齡
し
：で
ば&-
ほ
決
定
的
で
ぁ
。る
と
と
ろ
の
自 

ゾg

下
.に
：於
て
k

あ
る
と
v>
ふ
と
と
0
し
バ
上
象
r
M.)

ll
t

'の
：自

然

制

約

的

な

生

產

カ

：
の
.
趣

々

ね

，"
が
生
じ
た
の
で
妒
り
ぺ
ア
ジ
ア

」

地
方
に
鍊
て.
m

へ'
ば
、
茲
に
特
有
が
る
自
然
制
約
的
^

察

搏

：即
ち
此
の
出
埤
に
支
配
的
な
1

.及
び 

土
地
關
係
加
ら
ー
金
然
特
殊
な
る
農
業
坐
產
繁
の
發
展
が
生

11

た

の

，
で

ぁ
.

る
。
祖
し
て
此
の
特
有
な
ア
ジ
ア
的
坐
產
讓
の
揲
礎
の 

.

上
扣
ー
種
獨
特.
の
社
#

的
.

政
浪
的
*

坐
活
諸
形
胳
が
發
達
し
、
叉
是
等
の
生
活
諸
形
態
に
適
應
す
る
所
の
獨
特
の
ア
ジ
ア
的
な
ィ
デ
ォ 

,

.

ロ
ギ
：
1

び
成
長
が
行
は'
れ
だ
の
で.
ぁ
る
0

.

T

i

ア
的
社
會
に.
翁
す
る
觀
が
る
分
析
の.立

場

に

立

，
つ

.

て
、.
ゥ
.

ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ.
ル

は
::
'

支

J

y

M

i

i

^

i

l

f

t
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那
.

の
經
濟
過
趄
の»

'々
.

の
銮
本
的
特
徼
支
指
示
す
る
士
共
に
、
.

そ
':
0

.

遺
_

即
ち
ァ
ジ
r

的
生
産
稼
式
の
：殘
雜
が
、
現
在
め
支
渺
め
經
濟 

§

ft

於
.

セ̂

何
な
石
役
割
を
演
じ
つ

〜

ぁ
岑
か
を
擧
示
也
ん
と
す
る.

Q

ま
ぁ
る
o

:
;

而
も
彼
に
A

れ
ば
、.
斯
が
る
社
#
機
構
全
體
の
有 

效
择
る
分
祈
は
、へ
彼
の
：方
滋
論
的
泣
華
亦
杀
^

て
：届
る
や
ぅ
：に
、

「

支
那
卞
特
有
な
生
產
諸
カ§

特
質
が
確
立
せ
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
換 

言

：せ

故

、
.

社
會
的
艽
.

:#

对
ら
れ
た
生
遴
諸
ヵ
及
び
此
：

.

の.
注
產
蔚
カ
の'
發
展
過
程
を
規
淀
し̂

、

ぁ

る

ノ

自

然

に

^

 

ち

れ

た

生

產

諸

カ

の

：
特

質

亦

確

定

さ

れ

た

時

；
に

<0
:

み
は
;1
^

め
て」

遂
行
さ
.

れ
将
る
の
で
ぁ
る;0
罡

卷

四

頁

、

斯

;:
<
ヤ
_

只
2

#
簽
構
造
は
'身
：の
.：耆

順

序

龙
.::
1

^
て
_
成
吝
れ
て
居
る
'
.°
'

::

‘

，
、

生

產

諸

ヵ

豐
_

激

的

に~

#

的̂
；
^

第
^
轉

―

史的
最

察
雀

；支
’那

の

坐.鹿

蔚

负

：
の

體

寧

，

;,
:
:へ

..：.：：：.：

:

. 

、
.,
.

•■

,

第
.l

,
k
:
:

氣

の
.

藤

酌

過
.

葬
に
.

於

け

：る

。

囊

忙

ょ

;0

て

馨
#

け
ら
れ
た
生
產
諸
カ.
(1
)

认

類

寒

的

諸

戡

礎g

外
的
な
自
'

f

諸

條

件

地

、
：
，
：
變

、
一

秀
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_
:
:
宠

|
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:
過

營
'社
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的

：藤

湛

け

：ら

れ

た

也

產

認

ヵ

ィ

：

(1
)
勞
働
過
程
0
社

會

的

組

織
'(
2)
支
那
人
の
勞
働
ヵ
上 

.

,

:の
.

^

特̂
質」

！

i

本
制
的
■

に
於
け
务
■

手

ニ
、‘

產

過

:
程1,
->
塵

機

式
1

翁

..;即
ち
0 

, 

,
;
.
'

■
:

••
'

r 
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'
第
1
;毫

$

那
校
經
濟
過
觀
の
諸»
本

的

霞
',
-
'
:
、

 ̂
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, 

^

..

C
A
裟

那

冷

讓

過

樺
.
m於
：て
：■

的
で
¥

つ
泠
農
_

坐

儀

式

め

分

爾

即
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.

.

-
へ，：',
:
へ
へ：
：
：
'

'第「

一
^

:«
業

的

组

產

過

程

：：
？

^

農

業

塞
(6
物
的
丨
技
術
的
方
面(

人
エ
.灌
漑
、
治
水
組
織
、
園
藝
盼
農
耕
等

)

.

.

g

直
接
的
農 

:

|

_

_
者
の
_

迄

對

虎

菟

關

係

ハ

小

土

她

所

有

-
小
作
、「

徭
役」

及「

奴

隸
#

働)
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經
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^
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7
オ
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'
-
1
夹
那
め
.銪
濟
滄
社
會
1.
'

• 

:
'
.
七
'0
Q
1五
.
0)

_

第
1

1
章

で

農

業

生

產

：の
：牛

與

機

關

也

:1
>

て
0

屋

.

,(
1

)
治

水1

，
水

利3:
事

巧(3
)

天

文

學

：

、

(

B-
3

支

那

：の
：農

業

的

發

展

Q

全

貌

女

靈

ぜ
.
ん

が

た

め

：

it

：
必

要

な

「

：
エ

業

的

J

坐
途
の
遨
本
諸
要
素
の
分
析即
ち 

.

,.
■■#

四

章
.
肺

資

本

生

義

的

茭

那

の

，
坐

產

過

程

の

工

業

的

方

商

g

支
那
の
農
業
社
會
に
於
け
る
工
業
上
の
欲
來
(2

)
支
那
の
工
業 

.

.

(

そ
0

歷
史
的
考
察
>

」
(3
)

手
：エ
業
及
び
マ
：
ー
ー
：
ュ
：
フ

ァ

ク

チ

テ

ァ

S

社
會
，內
部
の
分
業
と
工
業
的
經
營
内
部
の
分
業
例
手
工 

小
經
營
：(6
)

家
內
エ
農
:'S

早
期
f

主
義
的
發
展
の
萠
芽' 

'

右
の
た
め
”

に
肖
#

に
必
要
な
、
商
品
流
通
並ft
貨
幣
:̂

通
が
そ
の
中
で
行
は
れ^

所
0

諸
形
1

の

分

析

即

ち

：
'

■

第
：！^

'.
-
:
.
.
r

Tジ
，
ア

的

」

支

那'
に
於
け
る
連
輸I
®

#

-
及
び
利
附
資
本
の
：經
濟
的
機
能

S

運

輸

產

業S

支
那
商
業
資
本
の
經 

^

■'

濟

的

機

能

：
：

_

來
0

支
那
に
於
け
る
高
利
貸
資̂
*

.:«

幣

漱

引

資

本

及

：び
貨

|

^

金

融

業

資^
;

:
 

.

:右
.の
各
項目

：：

にM

つ
：

H

雜
細
に
紹
介
し
-f
t
つ
論
及
す
：る
ヒ
と
は
此
の
小
篇
の
ょ
く
な
し
得
る
所
で
は
な
い
。
而
も
全
體
的
に
#

へ
ば
、 

單
な
る
資
料
に
4

つ
^
社
論
結
し
得
な
：い
や
ぅ&
支
那
社
會
經
濟
衣
上
の
.闲
難
な
る
諸
問
題
の
解
決
に
對
し
て
、
本
書
が
隨
所
に
、
そ 

の
方
法
論
的
立
場
か
ら
即
ち
人
類
の
物
質
的
生
產
'
の
發
展
運
動
0

装
礎
か
.ら
、
：.明
快
な
る
展
望
を
與
へ
て
居
る
と
：い
ふ
こ
と
が
特
に
注 

，目
さ
れ
な
く
て
：は
な
ら
：ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

一

例
を
擧
ぐ
れ
ば
、

：

監
修
衮
が
上
卷
々
末
の

「

跋J

に
於
.て
も
指
摘
し
て
居
る
事
で
は
あ
る
が
、 

何
故
支
那
の
I

文
化
が
地
味
の
ょ
り
肥
沃.

I
子
I

流
.地
方
に
1

1

し
て
黄
河
流
域
に
、f

そ
の
平
野
地
方
で1

4

 

黃
河
々
.谷
に
發
し
た
か
の
問
題
：に
對
し
て
、
著
者
は
、
.：最
初
の
移
住
中
.心
地
を
決
定
し
た
も
の
は

「

土
地
の
絕
對
的
豐
度
で
は
な
ぐ
て
、 

寧
ろ
可
能
的
な
豊
度
、
換
言
せ
ば
與
へ
ら
れ.た
膝
間
に(

其
の
時
々
の
發
達
狀
態.に
於
け
る
技
術
的
手
段
を
以
て
；.筆
3

開
拓
し
得
. 

'可
き
豊
度」

'

 

で
あ

.つ

た
と
い
ふ

-#
を
以

て

說
明
ム
て
_居
る
。

'
 

古
代
支
郝
の
移
住
民
は
澌
か
る
土
地
杞
於
て
徐

に々
自
㈱

を
重
ね
、
耕
作

及
び
築
堤
技
術
上
の
よ
り
高
き
熟
練
並
に
共
同
的
集
團
勞
働
諸
原
理
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
纏
て
黄
河
々
ロ
.の
平
跸
に
存
在
す 

る
所
の
毁
度
の
よ
り
高
い
、
併
し
乍
ら
耕
作
地
と
す
る
の
に
は
よ
り
困
難
な
領
域
を
克
服
ず
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯 

か
る
事
情
は
、「

豊
度
の
最
も
高
W

最
も
好
都
合
な
條
件
に
あ
る
土
地
が
第
一
に
耕
作
さ
れ
る
で
あ
ら
う」

と
い
ふ
經
濟
學
上
の
极
據
が 

如
何
に
雄
弱
-で
あ
る
か
を
も
亦
‘忠
證
し
て
居
る
と
。(

上
卷
、
五
〇
丨
艽
一
頁
及
び
艽
七
頁
參
照)

■

.

支
账
の
經
濟
社
會
の
分
析
に
對
ず
る
ゥ
ィ
ッ
ト
■'フ

ォ
ー
ゲ
ル
の
叙
上
の
方
法
は
、
永
い
間
神
秘
な
も
の
と
な
さ
れ
て
居
た
支
那
め
社 

會
生
活
の
秘
密
を
、
そ
の
風
俗
習
慣
や
支
那
民
族
の
氣
質
ず
ら
も
、
總
て
支
那
に
特
有
な
る
ア
ジ
ア
的
坐
產
檨
式
か
ら
發
し
た
も
の
と 

し
て
說
明
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の̂:
實
(0
,欉
相
を
忌
懷
な
く
描
出
せ
ん
と
す
る
も0,
で
あ
る
0
其
處
で
は
、#

に

歐

來

人

、
に

よ

つ 

て
神
秘
と
見
え
た
も
の
、
根
柢.が
、
實
は
ア
ジ
ア
に
於
け
る
特
殊
な
生
產
樣
式
に
お
つ
た
と
^

ふ
事
が
明
確
に
指
眾
さ
れ
て
思
る
？換 

言
す
れ
ば
、
そ
れ
は「

神
秘
な」

ア
グ
ア
的
生
活
を
、
何

等

の

神

秘

持

た

ぬ

赤

裸

々
&-
物
質
的
關
係
の
中
に
こ
れ
を
解
消
せ
し
め
つ 

v:
'あ
る
所
の
資
本
主_
的
生
活
と
同
様
に
、.一
の
物
質
的
必
然
と
し
：

H

說
明
す
各
'0

一
 

V 

“
，ゾ
/ 

.
X 

.

.

，グ
ィ
ッ
ト'フ
ォ
！
ゲ
ル
の
ア
&

ア
，的
.生
產
欉
式
に
關
す
る
方
法
論
的
規
定
は
、
を
の
_

然

的

契

機

，に

就

て

の

把

握

と

同

樣

、
.
全

然

批 

.判

.の
餘
地
な
き
も
の
'だ
と
は
言
ひ
得
ら
れ
ぬ
：で
あ
'•ら
う
'o
.併
し
著
者
が
廣
沉
e

--
a

る
資
料
を
栽
礎
と
し

立
つ
で
、
.復
雜
な
.右
支
那
經
濟
社
#
.
.の
棵
底
を
斯
く
：1
明
快
.に
分
析
し
た
そ
.の
功
鑽
は
絕
大
で
あ
る
。
こ
は
疋
に
前
人
未
踏
の
.：境
地
を 

開
拓
し
た
最
も
す
ぐ
れ
た
る
科
學
的
業
蹟
の
.：f
o
で
あ
る
と
.言

：，へ
る
で
：あ

ら

う

0
:勿

論

支

那

經

濟

の

：分

析

に

當

つ

，
て
：の
如
上
の
.方

法

や 

:又
そ
0

典
據
と
し
た
資
料
.に
就
て
(0

批

評

が

伽

：
，へ

ら

れ

3

で
あ
6
.う
？
：
だ

が

此
0

勞

作

は;-
'

费

者

と

立.場

を

異

：に

す

る

も

，の

な

ら

ば

-
: 

'
そ

の
'獨

自
0
.立

場

か6>
:

、
，
：
よ

り

充

分

な

る

資

料

を

根

據

と

し

.て
、
又
そ
の
：瘦
ず
る
硏
究
方
法
に
從
つ
て
-
本
耆
に
比
肩
し
得
可
き
勞
作 

を

以

：て
報
ひ
.だ

る

場

合

に

於

て

：

&

み
初
め
て
其
の
優
劣
が
決
定
さ
れ
得
可
§:
所

の

：：も

の

：で

あ

：る

0

そ
れ
.

H

し
て
も
支
那
經
濟
社
會
の
研 

ィ
ツ
•ト
フ
♦

众
ゲ
ル
っ
支
那
や
經
濟
耳
瓧
會
'
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歷
史
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學
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ぬ
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ふ
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遺
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ぁ

る
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實
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.
*後
'に
邦
_

に
.就
て
#
.へ
ば
、
麗

:^
非
常
に
、麗

を

伴

ふ
_算

：本
書
0
细
き
：が
，.顧
.る

馨

な

る

：監
修
0
下

に

其

の

，
金

_

塞

兀

戎
 

し
#

た

事
;$
:
-欣
.び
た
い
o
.支

那

，音.の
發
音
に
，‘從
つ
：_て
.歐
字
.に
：綴
ら
.れ

た

賴

る

多

.べ

の

人

名

、

.；地
^

、
書
名
、.官
名
、
熟
語
.等
を
、|

 々

改
め
る
だ
げ
セ
も
非
常®

:
心
尨
^

つ

虎

と

！
！
^

編
«
つ

ぞ

居.る
：
.ご

と

ば

充

分

首

肯

さ

.
れ

る

更

に

之

に

加

」

へ
‘
て

引

，用

文

献

の
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